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１ ． 佐倉都市計画道路の変更について 
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佐倉市都市計画道路の見直し について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 都市計画道路の必要性 
都市計画道路は、都市計画法に定めら れている 都市施設で、都市の健全な発展と 秩序ある

整備を図る ための基礎施設と し て、都市の骨格を形成する も ので、市民生活や都市活動に欠
かせない重要な施設 

 
● 佐倉市の都市計画道路の現状 

２ ２ 路線、 延長約 80kmが都市計画決定  ・ 整備率６ １ . ５ ％［ 見直し 後６ ４ . ７ ％］  
[ 長期未着手路線 3・ 4・ 7 臼井舟戸線、 3・ 4・ 10 富士見町本町線］  

 
● 見直し を行った背景 
１  少子高齢化の進展 

計画決定さ れた昭和 30～40 年頃と 比べ、 人口減少・ 少子高齢化等社会情勢が大き く 変化 
２  ま ちづく り の方向性の変化への対応 

都市構造がコ ンパク ト ＋ネッ ト ワ ーク に変化し ている  
３  公共事業の効率化への対応 

・ 今後、 道路を含む公共施設・ イ ンフラ の補修・ 更新に多額の費用を要する こ と が試算 
・ 都市計画道路にかかる 土地が、 長年に亘り 、 建築制限を受けている こ と  

４  都市計画道路の道路構造が最新の道路構造令に適合し ていない可能性 
 
●見直し の基本的な考え方 

検証のプロ セス  千葉県都市計画道路見直し ガイ ド ラ イ ンでは、 3 段階で検証を行い、  
「 存続」、「 変更」、「 廃止」 で評価 

第１ 段階 「 都市計画決定から 20 年以上経過し ている 路線・ 区間」、「 未整備の区間を含む
路線」 の 2 つの視点から 検討路線を選定（ 検討路線： 全 22 路線→14 路線）  

  

 

 

 
 
第２ 段階 

一次評価 検討路線の 14 路線を、「 整備済み区間が混在し 、 複数の区間に跨っている 路線
を区分け」、「 都市計画道路と の交差箇所を区間分け」の結果、29 区間に区分けし 、
「 路線・ 区間の必要性の有無」、「 機能代替の可能性の有無」、「 整備に係る 制約条
件の有無」 の３ 項目で検証 

 

令和２ 年度よ り 「 千葉県都市計画
道路見直し ガイ ド ラ イ ン 」 に基づ
き 、 都市計画道路の見直し を検討 

 

全 22 路線のう ち 5 路線を 
全線廃止又は、 一部区間廃止 

 

見直し た結果 

全線廃止又は、 一部区間廃止の５ 路線 
3・ 4・ 10 富士見町本町線（ 全線廃止） ※ 
3・ 4・ 14 鏑木鍋山線（ 一部区間廃止）  

3・ 5・ 21 下根大佐倉線（ 一部区間廃止）  
3・ 5・ 22 京成佐倉駅前線（ 一部区間廃止） 
3・ 4・ 25 江原台生谷線（ 一部区間廃止）  

(  ) カッ コ 内は今回見直し 路線 
※富士見町本町線は千葉県と の事前協議の結

果今回の見直し を 見送る こ と と なった。  
  ( 交差する 国道 296 号と 同時期に見直し )  

3･4･5 井野酒々井線、 3･4･7 臼井舟戸路線、 3･4･8 寺崎萩山線、 3･4･10 富士見町本町線、  
3･4･11 羽鳥六崎線、 3･4･13 寺崎石川線、 3･4･14 鏑木鍋山線、 3･4･15 勝田台長熊線、  
3･4･16 太田高岡線、 3･4･17 四街道井野線、 3･4･20 岩富海隣寺線、 3･5･21 下根大佐倉線、 
3･5･22 京成佐倉駅前線、 3･4･25 江原台生谷線 

※  アンダーラ イ ンは、 第 2 段階一時評価で除かれる 路線 
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一次評価結果 14 路線→13 路線 23 区間 

 

 

 

 

 

二次評価 一次評価の検証項目にない地域性を評価 

佐倉市では、「 上位計画等によ る 位置づけの有無」、「 都市間・ 拠点間の連絡機能の有無」、

「 市民などから の要望の有無」 を評価項目と し て設定 

( 5 路線と 、 長期未着手路線の 2 路線を廃止候補と し て選定)  

 

一次評価・ 二次評価の結果 → 7 路線 13 区間を点検候補路線と し て選定 

 

 

 

第３ 段階( 最終工程)   

点検候補路線・ 区間の検証と し て、 見直し ガイ ド ラ イ ンに基づき 、 都市計画道路を 

「 整備し た場合」、「 整備し なかった場合」 における 20 年後の交通量を推計 

 

ス テッ プ１  「 交通流動の検証・ 評価」  

周辺道路に影響が少ない路線は、 都市計画道路の見直し と し て「 廃止」 の候補路線と 評価 

 

ス テッ プ２  「 費用対効果の検証・ 評価」  

交通流動の検証・ 評価と し て、 将来推計結果を基に、「 見直し た場合( 整備無し ) 」 と「 見直

さ ない場合( 整備あり ) 」 と の交通量の変化を比較・ 検証、 広域的な影響や市内の主要幹線

道路・ 混雑路線・ 主要渋滞個所への接続路線における 交通流動や混雑度への影響の有無な

どに基づき 評価 

 

第３ 段階( 最終工程)  の結果 → 5 路線 9 区間を廃止候補路線と し て選定 

 

 

 

 

●全ての検証後の見直し 結果 

➣存続路線（ 区間）  

 3・ 5・ 21 下根大佐倉線( 県道田町バイ パス から 京成佐倉駅北口付近ま で)  

  未整備の場合、 国道 296 号や県道の交通量が増加 

 ［ 整備時推計交通量: 29 百台、 混雑度: 未整備時 1. 15→整備時 0. 95( 田町交差点) ］  

 

  

見直し ガイ ド ラ イ ンの検証項目になし
佐倉市独自の評価項目と し て検証 

3･4･7 臼井舟戸路線、 3･4･10 富士見町本町線、 3･4･14 鏑木鍋山線、 3･4･16 太田高岡線、
3･5･21 下根大佐倉線、 3･5･22 京成佐倉駅前線、 3･4･25 江原台生谷線 
 ※  アンダーラ イ ンは、 第 3 段階で除かれる 路線 

3･4･5 井野酒々井線、 3･4･7 臼井舟戸路線、 3･4･8 寺崎萩山線、 3･4･10 富士見町本町線、  
3･4･11 羽鳥六崎線、 3･4･14 鏑木鍋山線、 3･4･15 勝田台長熊線、 3･4･16 太田高岡線 
3･4･17 四街道井野線、 3･4･20 岩富海隣寺線、 3･5･21 下根大佐倉線、  
3･5･22 京成佐倉駅前線、 3･4･25 江原台生谷線 
 ※  アンダーラ イ ンは、 二次評価で除かれる 路線 

3･4･10 富士見町本町線、 3･4･14 鏑木鍋山線、 3･5･21 下根大佐倉線、  
3･5･22 京成佐倉駅前線、 3･4･25 江原台生谷線 
 ※  アンダーラ イ ンは、 千葉県と の事前協議で除かれる 路線 

※ 混雑度 交通状況の推定 
1. 0 未満 昼間 12 時間を通し て、 道路が混雑する こ と なく 円滑に走行でき る  

1. 0～1. 25 昼間 12 時間を通し て、 道路が混雑する 可能性が 1～2 時間ある  

1. 25～1. 75 
ピ ーク 時はも と よ り 、 ピ ーク 時間を中心と し て混雑する 時間帯が加速度的
に増加する 可能性の高い状態 

1. 75 以上 慢性的混雑状態 
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➣全線廃止候補 

3・ 4・ 10 富士見町本町線（ 佐倉城址公園から 本町ま で） ※ 
都市計画決定から ２ ０ 年以上経過し た未着手路線 

上位計画の位置づけなし  
機能代替道路( 市立美術前の道路)  
将来交通量等に対し 、 整備の有無に関わら ず周辺の路線への影響に大き な変化なし  
 ［ 整備時推計交通量: 40 百台、 混雑度:  未整備時 0. 99 → 整備時 1. 23］  

 

 

 

➣一部区間廃止候補路線 

3・ 4・ 14 鏑木鍋山線（ 印旛合同庁舎付近から 県立佐倉高校ま で）  

  都市計画決定から ２ ０ 年以上経過 
未整備区間を含む上位計画の位置づけなし  
機能代替道路と し て周辺の既存道路を有し ている  
将来交通量等に対し 、 整備の有無に関わら ず広域的な影響が小さ い 

 ［ 整備時推計交通量: 66 百台、 混雑度: 整備時 0. 07 → 未整備時 0. 64］  
周辺の路線に与える 影響も 小さ い 

 
3・ 5・ 22 京成佐倉駅前線（ 通称下り 一通と 呼ばれ市立美術館から 京成佐倉駅南口ま で）  

都市計画決定から ２ ０ 年以上経過し た未整備区間を含む 
上位計画の位置づけなし  
機能代替道路と し て都市計画道路区間内に既存の市道を有し ている  
将来交通量等に対し 、 整備の有無に関わら ず混雑度の変化は見ら れない 

 ［ 整備時推計交通量: 5 百台、 混雑度: 整備時 0. 05 → 未整備時 0. 04］  
周辺の路線に与える 影響は小さ い 

 
3・ 5・ 21 下根大佐倉線( 京成佐倉駅北口付近から 大佐倉駅付近ま で)  

  都市計画決定から 20 年以上経過し た未整備区間 
上位計画の位置づけなし  

機能代替道路と し て都市計画道路区間内に既存の市道を有し ている  
将来交通量等に対し 、 整備の有無に関わら ず混雑度の変化は見ら れない 

 ［ 整備時推計交通量: 35 百台、 混雑度: 整備時 0. 35 → 未整備時 0. 55］  

周辺の路線に与える 影響も 小さ い 
 

3・ 4・ 25 江原台生谷線( 染井野二丁目から 江原台一丁目の国道 296 号ま で)  
  都市計画決定から 20 年以上経過し た未整備区間を含んでいる  

上位計画の位置づけなし  
機能代替道路はないが、 消防署前の市道を有し ている  

将来交通量等に対し 、 整備の有無に関わら ず広域的な交通量への影響は小さ い 
 ［ 整備時推計交通量: 18 百台、 混雑度: 整備時 0. 22 → 未整備時 0］  
周辺の路線への影響にも 大き な変化は見ら れない 

  

※千葉県都市計画課と の事前協議によ り 、 交差する 国道 296 号と 併せて見直す必要があり 、 
今回の見直し から は除外（ 隅切り 部が国道 296 号の隅切り である ため）  
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都市計画道路見直し に伴う 主な手続き 経緯等 

 

事   項 時   期 備  考 

佐倉市都市計画道路及び幹線道路 
整備計画策定支援業務委託 

令和２ 年８ 月１ ３ 日から  
令和５ 年３ 月２ ０ 日ま で  

佐倉市都市計画審議会( 報告)  令和３ 年４ 月２ ６ 日( 月)   

都市計画道路の見直し 方針策定 
( 将来交通量の推計等含む)  

令和５ 年４ 月 ５ 路線見直し  

佐倉市政策調整会議( 本開催)  令和５ 年７ 月１ ２ 日 承認 

意見公募( 市ＨＰ 掲載)  
( 都市計画道路の見直し 方針)  

令和５ 年７ 月１ ４ 日( 金) から  
令和５ 年７ 月２ ８ 日( 金) ま で 

意見なし  

佐倉市都市計画審議会( 報告)  令和５ 年８ 月２ 日( 水)   

都計道見直し 協議( 佐倉警察署)  令和５ 年９ 月７ 日( 木)  見直し 了解 

都計道見直し 道路協議( 県警本部)  令和５ 年９ 月２ ９ 日( 金)  ２ 部提出 

酒々井町と の協議( 佐倉都計)  令和５ 年１ ０ 月４ 日( 水)   

説明会の開催【 １ 】  
令和５ 年９ 月３ ０ 日( 土)  

 第 1 部 11: 00～12: 10( 参加者 23 名)  
第 2 部 14: 00～15: 15( 参加者 5 名)  

市立美術館 

説明会の開催【 ２ 】  
令和５ 年１ ０ 月１ 日( 日)  

 第１ 部 11: 00～11: 50( 参加者 1 名)  
第 2 部 14: 00～14: 45( 参加者 1 名)  

臼井公民館 

千葉県都市計画課と の事前協議 令和６ 年４ 月～令和７ 年２ 月 ５ 路線→４ 路線 

千葉県知事への事前協議の申出 令和７ 年２ 月２ ０ 日 ４ 路線見直し  

千葉県知事から の事前協議の回答 令和７ 年３ 月２ ４ 日 ４ 路線見直し  

都市計画原案の公告・ 縦覧 
令和７ 年５ 月１ ２ 日( 月) から  
令和７ 年５ 月２ ６ 日( 月) ま で 

公述書の提出なし  
( 縦覧者 0 人)  

公聴会の開催【 中止】  
令和７ 年６ 月１ ４ 日( 土) 13: 30～

( 社会福祉センタ ー3 階中会議室)  
公述書の提出が
なく 中止 

都市計画案の公告・ 縦覧 
令和７ 年６ 月１ ６ 日( 月) から  
令和７ 年６ 月３ ０ 日( 月) ま で 

意見書の提出なし  
( 縦覧者 0 人)  

佐倉市都市計画審議会への付議依頼 令和７ 年７ 月９ 日( 水)   

佐倉市都市計画審議会 
令和７ 年１ ０ 月１ 日( 水) 10: 00～ 
議会棟 1 階 全員協議会室  

千葉県知事への協議の申出 令和７ 年１ ０ 月下旬  

千葉県知事の協議回答 令和７ 年１ １ 月下旬  

決 定 告 示 令和７ 年１ ２ 月上旬  

佐倉都市計画道路の変更に関する  
告示及び関係図書縦覧の公告 

令和７ 年１ ２ 月上旬  
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佐倉都市計画道路見直し概要

４ 路線を一部区間廃止に伴う 変更を行う 。

変更点

変更点

変更点

廃止区間

路線名称

変更点

　 ３ ・ ４ ・ １ ４ 号鏑木鍋山
かぶら ぎなべやま

線

　 鏑木地先から 国道296号ま での区間、 約760ｍ

　 延長： 278ｍ 【 整備済み延長】 （ 変更前 1, 040ｍ ）

　 終点： 鏑木仲田町（ 変更前 鍋山町）

路線名称

廃止区間

　 路線名称： 鏑木仲田線

　 車線数： 2車線（ 今回設定）

路線名称

廃止区間

　 終点： 宮前三丁目（ 変更前 大佐倉）

　 路線名称： 下根宮前線

　 車線数： 2車線（ 今回設定）

　 ３ ・ ５ ・ ２ ２ 号京成佐倉駅前
けいせいさ く ら えき ま え

線

路線名称

廃止区間

　 ３ ・ ５ ・ ２ １ 号下根大佐倉
し も ね お お さ く ら

線

　 京成佐倉駅北口～大佐倉駅ま での区間、 約 1, 800ｍ

　 延長： 1, 469ｍ （ 変更前 3, 280ｍ ） 　 　 幅員： 16m( 変更前12m)

　 延長： 2, 078ｍ 【 整備済み延長】 （ 変更前 3, 040ｍ ）

　 始点： 染井野二丁目（ 変更前 江原台）

　 路線名称： 染井野生谷線

　 車線数： 2車線（ 今回設定）

　 市道Ⅰ-9号線から 市道Ⅰ-49号線ま での区間、 約600ｍ

　 延長： 45ｍ （ 変更前 640ｍ ） 　 　 幅員： 16m( 変更前12m)

　 終点： 栄町（ 変更前 新町）

　 車線数： 2車線（ 今回設定）

　 ３ ・ ４ ・ ２ ５ 号江原台生谷
えばら だいおぶかい

線

　 国道296号から 染井野二丁目ま での区間、 約960ｍ

京成佐倉駅

3・ 4・ 14鏑木鍋山線

3・ 4・ 25江原台生谷線

3・ 5・ 21下根大佐倉線

3・ 5・ 22京成佐倉駅前線

Ｊ Ｒ 佐倉駅

※黄色線が廃止区間
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都市計画手続き の経過 

 

１ ． 説明会の開催 

 日にち： 令和５ 年９ 月３ ０ 日( 土)  

 場 所： 市立美術館 

 時 間：【 第１ 部】 １ １ : ０ ０ ～１ ２ : １ ０ （ 出席者２ ３ 名）  

     【 第２ 部】 １ ４ : ０ ０ ～１ ５ : １ ５ （ 出席者５ 名）  

 

 日にち： 令和５ 年１ ０ 月１ 日( 日)  

 場 所： 臼井公民館 

 時 間：【 第１ 部】 １ １ : ０ ０ ～１ １ : ５ ０ （ 出席者１ 名）  

     【 第２ 部】 １ ４ : ０ ０ ～１ ４ : ４ ５ （ 出席者１ 名）  

 

２ ． 千葉県と の事前協議 

   事前協議の申出： 令和７ 年２ 月２ ０ 日 

（ 佐倉市長→千葉県県土整備部都市整備局長）  

   事前協議の回答： 令和７ 年３ 月２ ４ 日 

（ 千葉県県土整備部都市整備局長→佐倉市長）  

 

３ ． 都市計画案の概要の縦覧およ び公聴会 

 縦覧期間： 令和７ 年５ 月１ ２ 日（ 月） から ５ 月２ ６ 日（ 月） ま で 

 縦覧場所： 佐倉市 土木部 道路建設課 

 縦 覧 者： なし  

 公述申出書の提出： なし  

  ※公述希望者がいなかったため、 令和７ 年６ 月１ ４ 日( 土) に開催を予定し

ていた公聴会は中止と なり ま し た。  

 

４ ． 都市計画案の縦覧 

縦 覧 期 間： 令和７ 年６ 月１ ６ 日（ 月） から ６ 月３ ０ 日（ 月） ま で 

縦 覧 場 所： 佐倉市 土木部 道路建設課 

縦  覧  者： なし  

意見書の提出： なし  
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区
　

域

番
号

路
線

名
起

点
終

点
主

な
経

過
地

延
長

構
造

形
式

車
線

の
数

幅
員

地
表

式
の

区
間

に
お

け
る

鉄
道

等
と

の
交

差
の

構
造

幹 線

街 路
3
・
4
・
1
4

鏑
木

仲
田

線
佐

倉
市

鏑
木

仲
田

町
佐

倉
市

鏑
木

町
二

丁
目

佐
倉

市
鏑

木
町

約
2
8
0
ｍ

地
表

式
2
車

線
1
6
ｍ

幹
線

街
路

と
平

面
交

差
1
箇

所

幹 線

街 路
3
・
4
・
2
1

下
根

宮
前

線
佐

倉
市

鹿
島

干
拓

佐
倉

市
宮

前
三

丁
目

佐
倉

市
宮

前
三

丁
目

約
1
,4

7
0
ｍ

地
表

式
2
車

線
1
6
ｍ

幹
線

街
路

と
平

面
交

差
2
箇

所

幹 線

街 路
3
・
4
・
2
2

京
成

佐
倉

駅
前

線
佐

倉
市

栄
町

佐
倉

市
鏑

木
町

佐
倉

市
鏑

木
町

約
5
0
ｍ

地
表

式
2
車

線
1
6
ｍ

幹
線

街
路

と
平

面
交

差
1
箇

所

幹 線

街 路
3
・
4
・
2
5

染
井

野
生

谷
線

佐
倉

市
染

井
野

二
丁

目
佐

倉
市

生
谷

佐
倉

市
染

井
野

四
丁

目
約

2
,0

8
0
ｍ

地
表

式
2
車

線
1
6
ｍ

幹
線

街
路

と
平

面
交

差
2
箇

所

「
区

域
お

よ
び

構
造

は
計

画
図

表
示

の
と

お
り

」

理
由

　
3
・
4
・
1
4
号

鏑
木

鍋
山

線
は

、
未

整
備

区
間

に
お

い
て

、
機

能
代

替
え

が
可

能
な

現
道

を
有

し
て

お
り

、
未

整
備

区
間

の
整

備
に

よ
る

交
通

の
大

き
な

改
善

は
見

込
め

な
い

た
め

、
終

点
位

置
を

変
更

し
、

延
長

を
短

縮
す

る
と

と
も

に
、

終
点

位
置

の
変

更
に

伴
い

路
線

名
称

を
変

更
し

、
併

せ
て

新
た

に
車

線
数

を
決

定
す

る
も

の
で

あ
る

。
　

3
・
5
・
2
1
号

下
根

大
佐

倉
線

は
、

飯
田

地
先

か
ら

大
佐

倉
駅

の
区

間
に

お
い

て
は

、
機

能
代

替
え

が
可

能
な

現
道

が
あ

り
、

こ
の

区
間

の
整

備
に

よ
る

交
通

改
善

へ
の

影
響

が
小

さ
い

た
め

、
終

点
位

置
を

変
更

し
、

延
長

を
短

縮
す

る
と

と
も

に
、

新
た

な
終

点
位

置
の

地
名

に
基

づ
き

路
線

名
称

を
変

更
し

、
併

せ
て

新
た

に
車

線
数

を
決

定
す

る
も

の
と

す
る

。
　

3
・
5
・
2
2
号

京
成

佐
倉

駅
前

線
は

、
未

整
備

区
間

に
お

い
て

、
機

能
代

替
え

が
可

能
な

現
道

を
有

し
て

お
り

、
未

整
備

区
間

の
整

備
の

有
無

に
よ

る
周

辺
路

線
に

対
す

る
影

響
が

小
さ

い
こ

と
等

か
ら

、
終

点
位

置
を

変
更

す
る

。
終

点
位

置
は

、
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

考
慮

し
、

3
・
4
・
1
5
号

勝
田

台
長

熊
線

と
の

交
差

部
に

変
更

し
、

延
長

を
短

縮
す

る
と

と
も

に
、

併
せ

て
新

た
に

車
線

数
を

決
定

す
る

。
　

3
・
4
・
2
5
号

江
原

台
生

谷
線

は
、

未
整

備
区

間
に

お
い

て
、

未
整

備
区

間
の

整
備

の
有

無
に

よ
る

周
辺

路
線

に
与

え
る

交
通

混
雑

の
影

響
が

小
さ

い
こ

と
か

ら
、

起
点

位
置

を
変

更
し

、
延

長
を

短
縮

す
る

と
と

も
に

、
新

た
な

終
点

位
置

の
地

名
に

基
づ

き
路

線
名

称
を

変
更

し
、

併
せ

て
新

た
に

車
線

数
を

決
定

す
る

も
の

と
す

る
。

佐
倉

都
市

計
画

道
路

の
変

更
（

佐
倉

市
決

定
）

備
　

　
考

１
．

都
市

計
画

道
路

中
3
・
4
・
1
4
号

鏑
木

鍋
山

線
を

3
・
4
・
1
4
号

鏑
木

仲
田

線
に

、
3
・
5
・
2
1
号

下
根

大
佐

倉
線

を
3
・
4
・
2
1
号

下
根

宮
前

線
に

、
3
・
4
・
2
5
号

江
原

台
生

谷
線

を
3
・
4
・
2
5
号

染
井

野
生

谷
線

に
名

称
を

改
め

、
3
・
4
・
1
4
号

鏑
木

仲
田

線
ほ

か
3
路

線
を

次
の

よ
う

に
変

更
す

る
。

名
　

　
　

　
称

位
　

　
　

　
　

　
　

　
置

種
別

構
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
造
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佐
倉

都
市

計
画

道
路

（
佐

倉
市

決
定

）
の

変
更

理
由

書
 

  
都

市
計

画
道

路
の

多
く

は
、

高
度

経
済

成
長

期
に

お
け

る
都

市
の

拡
大

を
前

提
に

決
定

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

近
年

の
社

会
経

済
情

勢
の

変
化

を
踏

ま
え

、

必
要

性
の

高
い

路
線

・
事

業
へ

の
選

択
と

集
中

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
本

市
に

お
い

て
は

、
昭

和
3
0

年
（

1
9
55

年
）

に
最

初
の

都
市

計
画

決
定

が
行

わ
れ

、
現

在
、

2
2

路
線

の
都

市
計

画
道

路
を

有
し

て
お

り
、

順
次

整
備

を
進

め
て

き
た

が
、

整
備

に
未

着
手

で
あ

る
区

間
は

、
約

4
0
％

と
な

っ
て

い
る

。
こ

の
こ

と
か

ら
、

令
和

2
年

度
か

ら
令

和
4

年
度

に
亘

り
、「

千
葉

県
都

市
計

画
道

路
見

直
し

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
に

基
づ

き
、

未
着

手
と

な
っ

て
い

る
路

線
及

び
区

間
の

必
要

性
を

検
証

し
見

直
し

を
行

っ
た

。
そ

の
結

果
、

3・
4・

14
号

鏑
木

鍋
山

線
、

3・
5・

21
号

下
根

大
佐

倉
線

、
3・

5・
2
2

号
京

成
佐

倉
駅

前
線

、
3・

4・
2
5

号
江

原
台

生
谷

線
の

4
路

線
を

変
更

す
る

方
針

と
し

た
こ

と
か

ら
、

今
回

、
こ

の
方

針
に

基
づ

き
変

更
を

行
う

も
の

で
あ

る
。

 

  
3・

4・
1
4

号
鏑

木
鍋

山
線

は
、

鏑
木

仲
田

町
に

お
い

て
、

3・
4・

5
号

井
野

酒
々

井
線

と
の

交
差

点
を

起
点

に
し

、
3・

4・
1
0

号
富

士
見

町
本

町
線

と
交

差
し

、

3・
4・

1
5

号
勝

田
台

長
熊

線
に

達
す

る
、

佐
倉

地
区

を
南

北
に

通
る

地
域

的
な

幹
線

道
路

で
あ

り
、

延
長

約
1
,
0
4
0ｍ

、
幅

員
1
6
ｍ

で
都

市
計

画
決

定
さ

れ
て

い

る
。

 

 
本

路
線

の
う

ち
、

起
点

か
ら

約
2
8
0ｍ

は
整

備
が

完
了

し
、

残
る

終
点

ま
で

の
区

間
が

未
整

備
と

な
っ

て
い

る
。

こ
の

未
整

備
区

間
を

検
証

し
た

結
果

、
機

能

代
替

え
が

可
能

な
現

道
を

有
し

て
お

り
、

未
整

備
区

間
の

整
備

に
よ

る
交

通
の

大
き

な
改

善
は

見
込

め
な

い
た

め
、

終
点

位
置

を
変

更
し

、
延

長
を

短
縮

す
る

都

市
計

画
変

更
を

行
う

も
の

で
あ

る
。

こ
の

短
縮

に
伴

い
、

終
点

が
鏑

木
仲

田
町

と
な

る
こ

と
か

ら
、

鏑
木

仲
田

線
に

名
称

を
変

更
し

、
併

せ
て

新
た

に
車

線
数

を

2
車

線
に

決
定

す
る

。
 

  
3・

5・
2
1

号
下

根
大

佐
倉

線
は

、
3・

4・
8

号
寺

崎
萩

山
線

と
の

交
差

点
を

起
点

に
し

、
3・

4・
1
2

号
京

成
佐

倉
駅

北
口

線
と

交
差

し
、

京
成

線
の

大
佐

倉
駅

付
近

に
達

す
る

、
佐

倉
地

区
北

部
を

東
西

に
通

る
地

域
的

な
幹

線
道

路
で

あ
り

、
延

長
約

3,
2
8
0ｍ

、
幅

員
1
2
ｍ

(
一

部
1
6
m)

で
都

市
計

画
決

定
さ

れ
て

い
る

。
 

 
本

路
線

の
う

ち
、

京
成

佐
倉

駅
北

口
周

辺
の

整
備

済
区

間
を

挟
み

両
側

が
未

整
備

と
な

っ
て

い
る

。
こ

の
未

整
備

区
間

を
検

証
し

た
結

果
、

整
備

済
み

区
間

東

側
の

飯
田

地
先

か
ら

大
佐

倉
駅

ま
で

の
区

間
の

約
1,

8
0
0
ｍ

に
お

い
て

は
、

機
能

代
替

え
が

可
能

な
現

道
(
市

道
Ⅰ

-
2
1

号
線

)が
あ

り
、

こ
の

区
間

の
整

備
に

よ

る
交

通
改

善
へ

の
影

響
が

小
さ

い
た

め
、

終
点

位
置

を
変

更
し

、
延

長
を

短
縮

す
る

都
市

計
画

変
更

を
行

う
も

の
で

あ
る

。
こ

の
短

縮
に

伴
い

、
終

点
が

宮
前

三
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丁
目

と
な

る
こ

と
か

ら
、

下
根

宮
前

線
に

名
称

を
変

更
、

ま
た

、
幅

員
は

1
2
m

と
1
6m

が
混

在
し

て
い

た
が

、
幅

員
12

m
区

間
の

大
半

が
廃

止
と

な
る

こ
と

か

ら
、

幅
員

を
1
6
m

に
変

更
し

、
併

せ
て

新
た

に
車

線
数

を
2

車
線

に
決

定
す

る
。

 

  
3・

5
・

2
2

号
京

成
佐

倉
駅

前
線

は
、

京
成

佐
倉

駅
南

口
ロ

ー
タ

リ
ー

を
起

点
に

し
、

3
・

4
・

15
号

勝
田

台
長

熊
線

と
交

差
し

、
3・

4
・

1
0

号
富

士
見

町
本

町

線
に

達
す

る
、

京
成

佐
倉

駅
南

口
か

ら
3
・

4
・

1
0

号
富

士
見

町
本

町
線

を
結

ぶ
地

域
的

な
幹

線
道

路
で

あ
り

、
延

長
約

6
40

ｍ
、

幅
員

1
2
ｍ

で
都

市
計

画
決

定

さ
れ

て
い

る
。

 

 
本

路
線

の
う

ち
、

起
点

か
ら

3・
4・

1
5

号
勝

田
台

長
熊

線
と

の
交

差
部

を
含

む
約

1
6
0
ｍ

ま
で

の
区

間
は

、
整

備
が

完
了

し
て

い
る

が
、

こ
の

区
間

を
除

き
終

点
ま

で
が

未
整

備
と

な
っ

て
い

る
。

こ
の

未
整

備
区

間
を

検
証

し
た

結
果

、
機

能
代

替
え

が
可

能
な

現
道

(
市

道
1
-
31

9
号

線
、

市
道

Ⅰ
-
2
4

号
線

、
市

道
1
-
6
6

号
線

)を
有

し
て

お
り

、
未

整
備

区
間

の
整

備
の

有
無

に
よ

る
周

辺
路

線
に

対
す

る
影

響
が

小
さ

い
こ

と
か

ら
、

終
点

位
置

を
変

更
す

る
。

終
点

位
置

は
、

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
考

慮
し

、
3・

4・
15

勝
田

台
長

熊
線

と
の

交
差

部
に

変
更

し
、

延
長

を
短

縮
す

る
都

市
計

画
変

更
を

行
う

も
の

で
あ

る
。

ま
た

、
幅

員
は

1
2
m

と
16

m
が

混
在

し
て

い
た

が
、

幅
員

12
m

区
間

が
廃

止
と

な
る

こ
と

か
ら

、
幅

員
を

1
6
m

に
変

更
し

、
併

せ
て

新
た

に
車

線
数

を
2

車
線

に
決

定
す

る
。

 

  
3・

4・
2
5

号
江

原
台

生
谷

線
は

、
3・

4・
1
5

号
勝

田
台

長
熊

線
と

の
交

差
点

を
起

点
に

し
、

3・
4・

3
号

京
成

臼
井

駅
前

飯
重

線
、

3・
4・

5
号

井
野

酒
々

井

線
と

交
差

し
、

県
道

千
葉

臼
井

印
西

線
に

達
す

る
、

佐
倉

市
の

西
部

に
お

け
る

地
域

的
な

幹
線

道
路

で
あ

り
、

延
長

約
3
,
04

0
ｍ

、
幅

員
1
6ｍ

で
都

市
計

画
決

定

さ
れ

て
い

る
。

 

 
本

路
線

の
う

ち
、

染
井

野
二

丁
目

か
ら

終
点

ま
で

の
約

2
,
0
8
0ｍ

が
完

了
し

て
い

る
が

、
起

点
か

ら
染

井
野

二
丁

目
ま

で
の

区
間

が
未

整
備

と
な

っ
て

い
る

。

こ
の

未
整

備
区

間
を

検
証

し
た

結
果

、
未

整
備

区
間

の
整

備
の

有
無

に
よ

る
周

辺
路

線
に

与
え

る
交

通
混

雑
の

影
響

が
小

さ
い

こ
と

か
ら

、
起

点
位

置
を

変
更

し
、

延
長

を
短

縮
す

る
都

市
計

画
変

更
を

行
う

も
の

で
あ

る
。

こ
の

短
縮

に
伴

い
、

起
点

が
染

井
野

二
丁

目
と

な
る

こ
と

か
ら

、
染

井
野

生
谷

線
に

名
称

を
変

更
し

、

併
せ

て
新

た
に

車
線

数
を

2
車

線
に

決
定

す
る

。
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番
　

号
路

 線
 名

旧
番

号
旧

路
線

名
起

 点
終

 点
線

 形
延

 長
構

造
形

式
幅

 員
車

線
の

数

3
・
4
・
1
4

鏑
木

仲
田

線
－

鏑
木

鍋
山

線
－

短
縮

－
約

1
,0

4
0
→

　
約

2
8
0

－
－

2
車

線
　

終
点

を
短

縮

3
・
4
・
2
1

下
根

宮
前

線
3
・
5
・
2
1

下
根

大
佐

倉
線

－
短

縮
－

約
3
,2

8
0
→

　
約

1
,4

7
0

－
1
2
→

1
6

2
車

線
　

終
点

を
短

縮

3
・
4
・
2
2

京
成

佐
倉

駅
前

線
3
・
5
・
2
2

－
－

短
縮

－
約

6
4
0
→

　
約

5
0

－
1
2
→

1
6

2
車

線
　

終
点

を
短

縮

3
・
4
・
2
5

染
井

野
生

谷
線

－
江

原
台

生
谷

線
短

縮
－

－
約

3
,0

4
0
→

　
約

2
,0

8
0

－
－

2
車

線
　

起
点

を
短

縮

名
　

　
　

　
称

変
更

の
内

容
備

　
　

　
考

佐
倉

都
市

計
画

道
路

の
変

更
の

概
要

（
佐

倉
市

決
定

）
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都
市

計
画

を
定

め
る

土
地

の
区

域
（

佐
倉

市
決

定
）

 

  〇
変

更
に

よ
り

新
た

に
道

路
区

域
と

な
る

土
地

の
区

域
 

 
な

し
 

 〇
変

更
に

よ
り

道
路

区
域

か
ら

除
く

土
地

の
区

域
 

 
佐

倉
市

鏑
木

町
、

新
町

、
弥

勒
町

、
野

狐
台

町
、

鍋
山

町
、

飯
田

、
大

佐
倉

、
栄

町
、

江
原

及
び

江
原

新
田

の
各

一
部

の
区

域
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都市計画道路の見直し に伴う 用途地域の考え方の整理について 

 

 以下の理由から 都市計画道路の廃止に伴う 沿道地域における 土地利用の想定に変更はな

いため用途地域の変更は行わないこ と と する 。  

 

３ ・ ４ ・ ２ ５ 江原台生谷線 

今回廃止と なる 路線で市街化区域に重なる 可能性のあ る 部分は約 25mのみである 。  

用途地域の境界は都市計画道路の道路端を 基準と し ている が、 当該地域は染井野地区計画

上でも 用途地域の区域設定を ベース と し た沿道住宅地区の区域設定がさ れ、 住民合意によ

る 詳細な建築用途の制限や形態規制によ る ま ちづく り が行われている 。  

なお、 今後、 廃止路線の起点の整理の中では、 道路と し て認定が残る 可能性も あり 、 用途

地域を 変更する 必要はないと 考える 。  

 

３ ・ ５ ・ ２ １ 下根大佐倉線 

廃止区間は市街化調整区域であり 、 用途地域を 定めていない。  

 

３ ・ ５ ・ ２ ２ 京成佐倉駅前線 

用途地域は都市計画道路の道路端を 基準と し ている が、 現行の近隣商業地域が指定さ れて

いる 個所と 概ね一致し ている 形で既存の下り 一通の道路を 中心に商店が形成さ れている 。  

ま た、 都市マス タ ープラ ンにおいても 鉄道駅周辺の商業地と し て、 本市の玄関口と し ての

駅前の拠点性を高める ため、 商業・ 業務施設など の都市機能の立地集積を 誘導する と し て

いる こ と や旧城下町地区も 含め歩いて楽し いま ちづく り の視点から 商店街の活性化を 図る

と し ている こ と 、 こ う いっ たま ちづく り のコ ン セプト と の整合が取れた用途地域と なっ て

おり 変更は必要ないも のと 考える 。  
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※
知

事
決

定
、

市
町

村
決

定
の

区
別

を
し

な
い

【
単

位
：

千
円

】

築
造

費
舗

装
費

植
樹

費
小

計

3
・

4
・

14
鏑

木
仲

田
線

1
6m

2
7
8
m

16
8
,
7
82

0
2
6
,7

6
6

1
9
,
5
1
4

6,
5
40

5
2
,
8
20

—
—

—
—

—
—

2
2
1
,
60

2

3
・

4
・

21
下

根
宮

前
線

1
6m

1,
4
6
9
m

33
9
,
3
50

3
8
9,

6
8
8

1
5
2
,1

4
2

10
0
,
2
3
5

2
6,

7
33

27
9
,
1
10

—
—

—
—

—
—

1
,
0
0
8
,
1
4
8

3
・

4
・

22
京

成
佐

倉
駅

前
線

1
6m

4
5
m

5
9
,
8
78

0
4
,8

0
0

3
,
2
0
8

5
42

8
,
5
50

—
—

22
,
8
0
0

—
—

9
1
,
22

8

3
・

4
・

25
染

井
野

生
谷

線
1
6m

2,
0
7
8
m

20
6
,
1
37

0
2
0
5
,0

4
8

13
8
,
5
7
2

5
1,

2
00

39
4
,
8
20

—
—

—
—

—
—

6
0
0
,
95

7

7
7
4
,
1
47

3
8
9,

6
8
8

3
8
8
,7

5
6

26
1
,
5
2
9

8
5,

0
15

73
5
,
3
00

—
—

—
—

—
—

1
,
9
2
1
,
9
3
5

　
注

1
）

変
更

路
線

、
追

加
路

線
に

つ
い

て
記

載
す

る
。

廃
止

路
線

、
名

称
の

み
変

更
路

線
に

つ
い

て
は

不
要

。

　
注

2
）

変
更

路
線

に
つ

い
て

は
、

変
更

し
た

区
間

だ
け

で
な

く
、

変
更

後
の

全
延

長
に

つ
い

て
作

成
す

る
。

　
注

3
）

変
更

後
の

路
線

番
号

の
若

い
順

に
記

載
す

る
も

の
と

し
、

知
事

決
定

、
市

町
村

決
定

の
区

分
は

要
し

な
い

。

道
路

築
造

費

1
-
4
　

工
費

概
算

調
(
知

事
決

定
、

市
町

村
決

定
の

区
別

を
し

な
い

)

工
　

事
　

概
　

算
　

調

物
件

移
転

費
用

地
費

延
長

幅
員

路
線

名
称

橋
梁

費
附

帯
工

事
費

事
務

費
計

計
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※
知

事
決

定
、

市
町

村
決

定
の

区
別

を
し

な
い

番
号

路
線

名
幅

員
延

長
区

　
　

間
備

考

1
6
m～

1
7
m

約
8
0m

3
・

4
・

5
と

の
交

差
部

分

16
m

約
2
00

m
3
・

4
・

5
と

の
交

差
の

後
～

終
点

16
m

約
1
,
25

0
m

起
点

～
3
・

4・
1
2

12
m

約
2
20

m
3
・

4
・

1
2
～

終
点

3
・

4
・

22
京

成
佐

倉
駅

前
線

16
m

約
50

m
－

－
－

16
m

約
1
20

m
起

点
～

区
画

道
路

1
6
m～

1
7
m

約
2
10

m
区

画
道

路
と

の
交

差
の

前
後

16
m

約
2
80

m
区

画
道

路
～

3
・

4
・

3

1
6
m～

1
7
m

約
2
10

m
3
・

4
・

3
と

の
交

差
の

前
後

16
m

約
4
30

m
3
・

4
・

3
～

3・
4
・

5

1
6
m～

1
7
m

約
2
10

m
3
・

4
・

5
と

の
交

差
の

前
後

16
m

約
6
20

m
3
・

4
・

5
～

終
点

（
１

）
変

更
路

線
、

追
加

路
線

に
つ

い
て

記
載

す
る

。
廃

止
路

線
、

名
称

の
み

変
更

路
線

に
つ

い
て

は
不

要
。

（
２

）
変

更
後

の
路

線
番

号
の

若
い

順
に

記
載

す
る

も
の

と
し

、
知

事
決

定
、

市
町

村
決

定
の

区
別

は
要

し
な

い
。

（
３

）
表

の
記

載
例

（
路

線
番

号
3.

3
.
5）

は
下

記
の

よ
う

な
路

線
に

つ
い

て
の

も
の

で
あ

る
。

（
４

）
備

考
欄

に
は

、
鉄

道
又

は
道

路
と

の
立

体
交

差
の

跨
線

橋
、

跨
道

橋
、

地
下

道
の

幅
員

を
記

載
す

る
。

（
５

）
全

線
同

一
幅

員
の

場
合

は
内

訳
の

各
欄

に
「

－
」

を
記

入
す

る
。

（
６

）
す

り
つ

け
区

間
等

が
あ

り
、

幅
員

が
連

続
的

に
変

化
す

る
場

合
は

、
最

小
幅

員
と

最
大

幅
員

を
記

載
す

る
。

1
-
5
　

幅
員

別
内

訳
表

(
知

事
決

定
、

市
町

村
決

定
の

区
別

を
し

な
い

) 幅
　

員
　

別
　

内
　

訳
　

表

総
延

長
代

表
幅

員

名
　

　
称

1
6m

 
鏑

木
仲

田
線

3・
4
・

14

内
　

　
　

　
　

訳

＜
記

入
方

法
＞

3・
4
・

25
 
染

井
野

生
谷

線
1
6m

約
2
,
0
8
0m

3・
4
・

21
 
下

根
宮

前
線

1
6m

約
1
,
4
7
0m

約
2
8
0m
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区
 

域

番
号

路
線

名
起

点
終

点
主

な

経
由

地
延
長

構
造

形
式

車
線

数
幅

員
地

表
式

の
区

間
に

お
け

る

鉄
道

等
と

の
交

差
の

構
造

3
・

3
・

1
国

鉄
佐

倉
駅

前
線

表
町

１

一
丁

目

鏑
木

町

２
丁

目

表
町

２
丁

目
約

3
1
0
ｍ

地
表

式
2

2
4
m

幹
線

街
路

と
平

面
交

差

2
箇

所
既

定

3
・

4
・

3
京

成
臼

井
駅

前
飯

重
線

王
子

台

３
丁

目

染
井

野

４
丁

目
生

谷
約

1
,3

6
0
m

地
表

式
2

2
0
m

幹
線

街
路

と
平

面
交

差

2
箇

所
既

定

3
・

4
・

4
国

鉄
佐

倉
駅

南
口

線
大

崎
台

１
丁

目

大
崎

台

１
丁

目

大
崎

台

１
丁

目
約

9
0
m

地
表

式
2

2
0
m

幹
線

街
路

と
平

面
交

差

1
箇

所
既

定

3
・

4
・

5
井

野
酒

々
井

線
井

野
酒

々
井

町

下
台

染
井

野

６
丁

目
約

1
3
,3

4
0
m

地
表

式
2

1
8
m

京
成

本
線

と
立

体
交

差

幹
線

街
路

と
平

面
交

差

1
2
箇

所

既
定

3
・

4
・

6
上

座
青

菅
線

ユ
ー

カ
リ

が
丘

４
丁

目
青

菅
宮

ノ
台

１
丁

目
約

3
,2

0
0
m

地
表

式
2

1
6
m

幹
線

街
路

と
平

面
交

差

2
箇

所
既

定

3
・

4
・

7
臼

井
舟

戸
線

稲
荷

台

３
丁

目
臼

井
臼

井
台

約
1
,6

0
0
ｍ

地
表

式
2

1
8
m

幹
線

街
路

と
平

面
交

差

1
箇

所
既

定

3
・

4
・

8
寺

崎
萩

山
線

寺
崎

萩
山

新
田

下
根

約
4
,8

5
0
m

地
表

式
2

1
8
m

京
成

本
線

と
立

体
交

差

幹
線

街
路

と
平

面
交

差

4
箇

所

既
定

3
・

4
・

1
0

富
士

見
町

本
町

線
城

内
町

本
町

裏
新

町
約

1
,9

0
0
m

地
表

式
2

1
6
m

幹
線

街
路

と
平

面
交

差

4
箇

所
既

定

3
・

4
・

1
1

羽
鳥

六
崎

線
羽

鳥
表

町

４
丁

目

表
町

１
丁

目
約

3
,1

2
0
m

地
表

式
2

1
6
m

幹
線

街
路

と
平

面
交

差

3
箇

所
既

定

3
・

4
・

1
2

京
成

佐
倉

駅
北

口
線

宮
前

３
丁

目
岩

名
宮

ノ
台

１
丁

目
約

1
,4

0
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m

地
表

式
2

1
6
m

幹
線

街
路

と
平

面
交

差

1
箇

所
既

定

3
・

4
・

1
3

寺
崎

石
川

線
寺

崎
石

川
六

崎
約

2
,0

0
0
m

地
表

式
2

1
6
m

幹
線

街
路

と
平

面
交

差

4
箇

所
既

定

3
・

4
・

1
4

鏑
木

仲
田

線
鏑

木
仲

田
町

鏑
木

町

２
丁

目
鏑

木
町

約
2
8
0
m

地
表

式
2

1
6
m

幹
線

街
路

と
平

面
交

差

1
箇

所
変

更

3
・

4
・

1
5

勝
田

台
長

熊
線

西
志

津

３
丁

目
長

熊
臼

井
約

1
3
,2

1
0
m

地
表

式
2

1
6
m

幹
線

街
路

と
平

面
交

差

1
2
箇

所
既

定

3
・

4
・

1
6

太
田

高
岡

線
山

王

１
丁

目
高

岡
太

田
約

5
,6

2
0
m

地
表

式
2

1
6
m

JR
総

武
本

線
と

立
体

交
差

幹
線

街
路

と
平

面
交

差

4
箇

所

既
定
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区
 

域

番
号

路
線

名
起

点
終

点
主

な

経
由

地
延
長

構
造

形
式

車
線

数
幅

員
地

表
式

の
区

間
に

お
け

る

鉄
道

等
と

の
交

差
の

構
造

3
・

4
・

1
7

四
街

道
井

野
線

四
街

道
市

大
日

井
野

上
志

津
約

3
,9

5
0
m

地
表

式
2

1
6
m

京
成

本
線

と
立

体
交

差

幹
線

街
路

と
平

面
交

差

2
箇

所

既
定

3
・

4
・

1
8

上
志

津
青

菅
線

上
志

津
原

青
菅

上
座

約
5
,0

5
0
m

地
表

式
2

1
6
m

京
成

本
線

と
立

体
交

差

幹
線

街
路

と
平

面
交

差

4
箇

所

既
定

3
・

4
・

2
0

岩
富

海
隣

寺
線

岩
富

海
隣

寺
町

鏑
木

町
約

7
,9

3
0
m

地
表

式
2

2
0
m

JR
総

武
本

線
と

立
体

交
差

自
動

車
専

用
道

路
と

立
体

交
差

幹
線

街
路

と
平

面
交

差

5
箇

所

既
定

3
・

4
・

2
1

下
根

宮
前

線
鹿

島
干

拓
宮

前

３
丁

目

宮
前

３
丁

目
約

1
,4

7
0
m

地
表

式
2

1
6
m

幹
線

街
路

と
平

面
交

差

2
箇

所
変

更

3
・

4
・

2
2

京
成

佐
倉

駅
前

線
栄

町
鏑

木
町

鏑
木

町
約

5
0
m

地
表

式
2

1
6
m

幹
線

街
路

と
平

面
交

差

1
箇

所
変

更

3
・

5
・

2
4

南
志

津
一

号
線

西
志

津

１
丁

目

西
志

津

３
丁

目

西
志

津

４
丁

目
約

1
,2

9
0
m

地
表

式
2

1
2
m

幹
線

街
路

と
平

面
交

差

4
箇

所
既

定

3
・

4
・

2
5

染
井

野
生

谷
線

染
井

野

２
丁

目
生

谷
染

井
野

４
丁

目
約

2
,0

8
0
m

地
表

式
2

1
6
m

幹
線

街
路

と
平

面
交

差

2
箇

所
変

更

3
・

4
・

2
9

岩
富

寺
崎

線
岩

富
寺

崎
北

２
丁

目

山
王

２
丁

目
約

5
,1

7
0
m

地
表

式
2

1
8
m

JR
総

武
本

線
と

立
体

交
差

自
動

車
専

用
道

路
と

立
体

交
差

幹
線

街
路

と
平

面
交

差

3
箇

所

既
定
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